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令和 6年度 事業方針・事業計画 

＜事業方針＞ 

令和 4 年春から上昇し始めた日本の物価は、輸入原材料やエネルギー価格の上昇が原因

となり、価格転嫁したことで「モノ」の価格が上昇しました。昨年夏をピークに輸入価格

の上昇は落ち着き、インフレ率は少しずつ下がり始めた一方、モノとともに消費者物価を

構成する「サービス」価格は上昇しており、サービス原価に占める割合の高い人件費の上

昇がモノと同程度のインフレ率となっています。昨年はインフレを起こす要因がモノから

サービスに移行した年となり、本年は更に顕在化しインフレが緩やかに続くとされます。

人件費上昇の主因は人手不足です。中小企業の人手不足はかつてなく深刻な状況を迎え、

昨年夏の日本商工会議所による調査では、約 7 割の企業が「人手不足」と回答し、あらゆ

る業種で深刻であり、今後一層厳しくなることが避けられない状況にあります。 

深刻化する人手不足に加え、原材料費・エネルギーコストの高騰や円安を背景とする物

価上昇により収益が圧迫される中、私たち中小・小規模事業者は、人材確保を目的とした

業績の改善が伴わない「防衛的な賃上げ」を余儀なくされるなど、継続的な成長と分配の

実現に向け、大きな課題に直面しています。こうした課題に対応していくには、引き続き、

賃上げの原資確保に向けた取引価格適正化を推進するとともに、中小・小規模事業者にお

いても自己変革による「稼ぐ力」の向上と持続的な成長に向けた取り組みが不可欠です。 

円安、海外から日本への投資の増加等を背景とした株価の動向は、引き続き上振れ傾向

にあります。今春以降の賃上げ、定額減税等が個人消費を増加させる後押しとなり、より

一層、経済活動正常化へのマインドが高まる中、適切な為替レートに向けた政策金利の動

向にも着目し、「金利のある世界」への備えが求められています。本年は、賃金も物価も硬

直したままの「古い日本経済」から、好循環が成り立つような「新しい日本経済」に移行

する過渡期にあります。私たち中小・小規模事業者が地域経済の成長の原動力であるとと

ともに、社会一般の福祉増進を担う当事者として、自らの企業価値を高め、競争力ある企

業へと留まることなく変革と進化を遂げていかなければ生き抜くことはできません。当所

は、自己変革に挑戦する中小・小規模事業者の新たな価値創造と、付加価値の向上を通じ

た成長を支援し、全ての企業が共に生き、共に栄える地域社会づくりを目指していきます。 

名鉄・ＪＲの二つの鉄道線、半田運河の南北軸にまたがる半田市中心市街地は、活性化

に向けた“再始動元年”を迎えます。その中心的な役割を担う民間主体の組織「半田市中

心市街地活性化協議会」は本年 5 月、再整備・稼働を開始し、エリアの強み・特徴を活か

したまちづくりを主導していきます。商業者・商店街の枠を超え、まちの活力を創出する

多様な当事者が織り成す新たな半田市中心市街地づくりに取り組んでまいります。 

生産年齢人口の減少・流出等、地域を取り巻く構造の変化を課題認識した将来人材づく

りが必須となっています。当所は中学校のキャリア教育に参画するとともに、昨年度、半

田市教育委員会、高等学校、大学との間で教育に関する連携・交流協定を締結し、教育へ

の産業分野の関わりをより円滑なものとする一歩を踏み出しました。同じく昨年度にスタ

ートした「はんだオープンファクトリー」は令和 6 年度、新たに半田市も参画し、教育分

野への一層の展開を図るとともに、企業の価値・プレゼンスの向上に寄与してまいります。 

＜スローガン＞ レジリエンス ～共に生き、共に栄える～ 
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＜重点事業＞ 

Ⅰ．中小・小規模事業者の活力強化と、人・企業・まちの元気を創出し、地

域が成長・発展する力を育む 

１．地域経済の基盤を支える中小・小規模事業者の活力強化 

（１） 投資や賃上げの原資確保のための収益力向上に向け、幅広い経営課題に対する

きめ細かい支援 

（２） 大企業と中小・小規模企業が共に成長できる持続可能な関係構築に向けた取引

適正化の普及啓発推進 

（３） 雇用・取引・税等、企業を取り巻く法改正・制度改正の理解、対応促進に向けた

個社支援の実施 

（４） 自然災害や感染症、サイバー攻撃等不可抗力な経営リスクに備える事業継続力

強化計画やＢＣＰ（事業継続計画）の推進 

（５） 生産性の向上と多様な働き方に取り組む中小・小規模企業へのＤＸ（デジタル

トランスフォーメーション）推進 

（６） 中小・小規模企業のＧＸ（グリーントランスフォーメーション）促進に向けた普

及啓発推進 

（７） 企業の人材確保と、定着・成長を促す従業員の教育支援 

（８） 地域経済の成長・発展と地域社会の福祉増進に資する中小・小規模企業のＳＤ

Ｇｓへの取り組み支援 

（９） 企業の存在意義・社会的価値を高め、従業員のワーク・エンゲージメントの向上

に資する働き方改革や健康経営の推進 

（１０）事業承継等、個々のニーズを的確に捉え、将来の姿を創造する、企業のライフサ

イクルに応じた支援 

（１１）新たな価値創造で地域社会に成長と活性を促す、起業・創業・第二創業などに取

り組む中小・小規模企業への支援 

（１２）事業計画作成や各種補助金申請支援を通じた、中小・小規模企業への販路開拓・

販売促進支援 

２．人・企業・まちが元気になる、商都半田の再始動 

（１） ＪＲ武豊線の高架化とＪＲ半田駅前土地区画整理事業、半田運河周辺の環境整

備・景観創造の進展を機とした「地域力・まちの価値」を高める新たな振興策・

活性化策の策定、推進 

（２） クラシティ及び名鉄知多半田駅から半田運河までに至る半田市中心市街地のま

ちづくり・都市機能向上の促進等、活性化策の推進 
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（３） 半田市の次世代に価値をもたらす産業振興・産業創造と、産官学・農商工等、分

野を超えたステークホルダーとの共創による地域開発の調査・研究 

（４） 人・企業・産業を半田市の魅力資源とした、交流・観光振興策の推進 

（５） 半田市、半田市観光協会、半田市商店街連合会等と連携した個店の商業力向上

支援と地域循環（地元購買促進）事業の実施 

（６） ビジネスに直結する商品・サービスの開発、並びに磨き上げ支援と販売促進の

実施 

（７） 醸造業、繊維業等、地場産業の価値を高める振興策の推進 

（８） 関係機関と連携した訪日外国人への地域資源の発信と地域経済の有機的な活性

化につなげる連携の構築と推進 

（９） まちづくり・地域経済活性の新たな軸線へとつなげる文化創造・文化振興 

 

Ⅱ．商工会議所の実践力の強化、プレゼンス強化・組織基盤の強化 

１．商工会議所の考動力の実践、商工会議所機能が活かされる地域社会の成長 

（１） 会員、商工会議所議員との懇談会等直接対話と、会員と共に施策の具現化を目

指す双方向主義の実践 

（２） 半田市、半田市議会、関係機関等との懇談会、意見交換会の定期開催、並びに課

題解決に向けた効果的な意見具申活動の実施 

（３） 青年部、女性会への活動支援と、商工会議所活動の協働等、地域経済の明日を担

うひとづくり 

（４） 小中学校・高校・大学等地域教育機関との連携推進と、キャリア教育等企業・地

域とのマッチングを通じた将来の地域社会を担うひとづくり 

（５） 常設委員会・特別委員会の活動強化と、地域経済の牽引機能の向上 

（６） 商工会議所環境アクションプランの策定と実践 

２．会員ファーストを基軸とした商工会議所のプレゼンス強化・組織基盤強化 

（１） ７部会の活動強化と、会員の商工会議所所属意義の向上 

（２） 情報発信の強化による各メディアの取り扱い拡大と知名度の向上 

（３） 生命共済制度「あおぞら共済」並びに会員福祉制度の推進と財政基盤の強化 

（４） 商工会議所職員の能力向上と事務局機能の強化・向上 

（５） 商工会議所のプレゼンス強化と 2500会員を目指した組織基盤強化 
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＜継続的事業＞ 

１．中小・小規模企業に対する伴走型支援 

（１） 巡回、窓口相談（事業計画書作成、補助金等の申請・手続支援）の推進 

（２） 販売促進や需要開拓等、小規模事業者の収益力の向上 

（３） 事業継続や再構築、事業承継、生産性向上を促す公的支援機関、地域金融機関

等の連携、並び公的支援制度の活用、支援力の強化 

（４） 地域金融機関等と連携した事業等の実施 

（５） 個別専門相談（企業再生・法律・税務・経営・労務・雇用・特許・登記・Ｉ

Ｔ）並びに専門家派遣制度の活用推進 

（６） 取引照会への対応、アライアンス・パートナー発掘市、ザ・ビジネスモール

等、ビジネスマッチングの支援 

（７） 地域経済の持続的成長と時代の変化に合わせたビジネスの新陳代謝を促す、地

域支援機関と連携した起業・創業支援 

（８） マル経融資等制度融資、公的認定制度及び補助金制度の活用を軸とした企業支

援の推進 

（９） 経営力強化支援のための地域経済動向・需要動向調査並びに情報提供 

 

２．ものづくり・工業活性化事業の積極的推進 

（１） 地場産業の活性化推進 

（２） 地域に根差した中核企業の支援 

（３） 工業用地の確保、進出企業誘致の促進 

（４） 産学連携事業の推進 

（５） 「知多酒で乾杯」条例の趣旨を活かした、知多地域の醸造品の普及促進、知多地

域の食文化、醸造文化の啓蒙、意識の醸成 

 

３．商業振興・まちづくりの積極的推進 

（１） 不足業種誘致、新規創業者誘致の推進 

（２） 半田市商業施設助成事業の実施 

（３） まちなか賑わい創出事業の実施 

（４） 半田市商店街連合会との連携による商業まつり等の実施 

（５） 半田市商店街連合会への運営支援並びに半田市大型店連絡協議会との連携 

（６） 都市基盤・地域環境整備 

① 鉄道高架（ＪＲ武豊線・名鉄河和線）の推進 

② 半田運河周辺の環境整備の推進 

③ 衣浦港の整備促進 
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④ 衣浦大橋北側トラス橋梁の早期架け替え整備促進 

⑤ 環状線未整備区間の早期事業化 

⑥ 中部国際空港第二滑走路、名浜道路並びに名古屋三河道路整備促進 

 

４．観光振興事業の積極的推進 

（１） 地域資源を活かした新商品開発支援 

（２） 地域の食資源を活かした食関連事業の実施 

（３） （特非）半田市観光協会への運営支援 

（４） 知多半島観光圏協議会の運営支援 

（５） 蔵のまちネットワークへの参画 

（６） 文化振興事業の推進 

（７） 衣浦みなとまつりへの協力、支援 

 

５．会員サービス事業の推進 

（１） 会員福祉制度“あおぞら共済”の推進 

（２） 特定退職金共済制度の推進 

（３） 会員向け共済制度の推進（アクサ生命個人保険、業務災害補償、ＰＬ保険、休業

補償） 

（４） 会員集団扱い損害保険制度の推進（自動車保険、火災保険、傷害保険ほか） 

（５） 健康づくり支援事業「健康応援団」の実施（健康診断、脳ドックほか） 

（６） 会員及び新入会員交流事業の実施 

（７） チラシ折込みサービス事業の実施 

（８） 労働保険事務組合の運営 

（９） 新入社員および従業員向け研修会の開催 

（１０）知多地域学生就職情報センターの運営 

（１１）会員並びに会員事業所優良従業員表彰の実施 

（１２）取引関係証明の発行（原産地証明、サイン証明、会員証明ほか） 

（１３）事業継続力強化計画等、企業リスク対策の普及啓蒙強化 

 

６．会議所運営の活性化と基盤強化の推進 

（１） 商工会議所ガバナンスの実践とコンプライアンスの徹底 

（２） 当所の本質を高めるための事業活動推進 

（３） 部会活動の活発化 

（４） 委員会活動の活発化 



6 

（５） 活動体制の強化に向けた会員増強活動の推進 

（６） 収益事業の企画実施 

（７） 会館施設の利用促進 

（８） カイギショゲッポウ・ホームページ・メールマガジン・ソーシャルメディア等を活

用した広報活動の強化 

（９） 特定商工業者の法定台帳作成と管理運用に関する事業の推進 

 

７．産業教育の振興の推進 

一般市民や社会人に対し技能検定を推進し資格取得を促進する。 

（１） 各種検定事業の実施（簿記・簿記原価計算・簿記ネット・リテールマーケティング・珠

算・日商ＰＣ・日商プログラミング・福祉住環境コーディネーター・カラーコーディネータ

ー・ビジネス実務法務・ｅｃｏ（環境社会）・ＢＡＴＩＣ（国際会計）・ビジネスマネージャ

ー）並びに普及活動の強化 

（２） 資格取得支援のための講習会開催 

（３） 全知多珠算競技大会・あんざんコンクール・珠算優良生徒表彰式の開催、日本珠

算連盟半田支部への支援 

（４） あいさつ運動の推進 

 

８．官公庁等との協調事業の推進 

官公庁等と連携をとりながら補助事業や委託事業を推進する。 

（１） （独）中小基盤整備機構の委託業務 

（２） （公財）あいち産業振興機構の委託業務 

（３） （公財）日本容器包装リサイクル協会の委託業務 

（４） 知多地域経済会議の運営支援 

（５） 衣浦港振興会の運営支援 

（６） 西三河工業用水道協議会の運営支援 

（７） （公財）日本電信電話ユーザ協会知多地区協会の運営支援 

（８） 市及び他の官公庁、関係機関と連携した地域経済対策の推進 

（９） 全国の商工会議所とのネットワークを基盤とした地域活性化の推進 

 

９．その他本商工会議所の目的を達成するために必要な事業活動 


